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　9 月 24 日〜 26 日は、ベトナム首都ハノイで Aegis International Hospital の落成式に招聘され、参加しました。ハノイ郊外
に 1,000 床の病院建設を行います。2028 年秋には開院の予定で、スマートホスピタルを目指しています。日本との協力関係を
重視しています。日本からは、日本呼吸器外科学会理事長、岡山大学教授の豊岡伸一先生、虎の門病院 呼吸器外科部長の森 賢
先生、長崎大学の松本桂太郎教授、当院から大腸外科の清松先生、産婦人科の大石副院長が参加されました。この式典でも、
今後の日本との医療協力が不可欠であると、政府要人、CEO からお話をいただきました。
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バックマイ病院（ハノイ）

藤原先生

長阪

Dr. Khanh

　10 月 24 〜 27 日は、首都ハノイのバックマイ病院での手術に招聘され、手術を行いました。まず、カンファレンスを行い、
手術の適応、方法について議論し、その後、現地医師の Dr. Khanh とその部下と協力しながら、胸腔鏡右下葉切除術、リンパ
説郭清を解説しながら行いました。
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National Lung Hospital(Hanoi)

Dr. Luong

Dr. Huy

藤原先生

　11 月 7 日はハノイの National Lung Hospital に招聘され、手術を行いました。（前述）手術は、開胸 conversion 右上葉切除術、
胸壁合併切除術、リンパ節郭清を行い、無事に終了しました。この症例は、半年間にわたり、相談され、議論を交わした症例でした。
高齢でもあり、その方法についてもたくさんの議論を行いました。手術後も、その治療方針について web 会議で話し合いを開
くなど、まさに周術期治療について多くの議論を行いました。
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VILA conference（Can Tho）

藤原先生

橋本先生

長阪

Dr. Lam Khanh

Dr. Lan Dr. Luong

藤原先生

　11 月 8 〜 9 日 は、 南 部 の カ ン ト ー に 移 動 し、VILA conference に 参 加 し ま し た。 こ こ で は、「Treatment strategies and 
surgical approaches for lung cancer in Japan」の演題で講演を行いました。当院呼吸器内科の橋本先生、ハノイ 108 軍病院の
Lam Khanh 先生も参加していました。
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医医療療技技術術・・機機器器のの国国際際展展開開ににおおけけるる事事業業イインンパパククトト

l 事業で紹介・導入し、国家計画／ガイドラインに採択された医療技術の数

内視鏡外科手術の導入に際し、自動縫合器使用など、保険収載への貢献

ベトナム：首都ハノイでの初めて肺癌 ロボット手術 ハノイがんセンター（K Hospital）

l 事業で紹介・導入し、対象国の調達につながった医療機器の数

オリンパス 内視鏡外科タワーの購入、内視鏡外科の手術器機タワーシステムの購入。

オリンパスの内視鏡手術器機の導入。

日本製 Hinotoriの紹介（国家承認未）。

健健康康向向上上ににおおけけるる事事業業イインンパパククトト

l 事業で育成した保健医療従事者（延べ数）： 360名

講義・実習・セミナーを受けた研修生の合計数： 360名

現地での講師・専門家となった現地の講師・専門家の合計数： 本年度50名

l 期待される事業の裨益人口（延べ数）

しっかりした手術、周術期管理を受けることで、10,000人/年以上の手術患者に対し、
より質の高い医療を提供できる体制になる。

手術で根治できる人が増えることで、不要な抗がん剤、放射線照射が減り、ベトナム
の医療費抑制に貢献できる。

今今年年度度のの対対象象国国へへのの事事業業イインンパパククトト

　医療技術・機器の国際展開における事業インパクトについては、事業で紹介・導入し、国家計画／ガイドラインに採択され
た医療技術として、内視鏡外科手術の導入に際し、自動縫合器使用など、保健省への働きかけにて、保険収載に貢献しました。

　今後は、日本国内と同様に、ベトナム国内で爆発的に増えるであろうロボット手術について、我々の経験を含めて、保健省、
投資省、シスメックス株式会社（Hinotori) と進めています。また、これまで、バックマイ病院におけるオリンパス製内視鏡外
科の手術器機タワーシステムの購入や、108 病院やその近隣病院でのオリンパス製内視鏡手術器機の導入が行われてきました。
見学要請にて訪問した多くの病院でも、同様にオリンパス製の鉗子、システムの導入がみられ、近隣病院にも着実に普及して
いることが確認できました。

　事業で育成した研修員（延べ数）は、ハノイで医師 220 名、ホーチミンで医師 140 名の合計 360 名に上ります。

　外科全体の手術患者として 10,000 人 / 年以上の患者がより質の高い医療を提供できる体制になり得ます。また今後、国家承
認がおり、ますます普及するであろうロボット手術を含め、安全に導入できるような体制を支援しなければならないと感じて
います。今後、更に下位病院にまで質を上げた手術が伝わることで、ベトナム国の医療費の大幅な抑制につながります。
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今今後後のの課課題題

ここれれままででのの成成果果

各病院でのアンケートでは、一昨年では、系統的LN郭清を行った手術数は、全体
で7.5割であったものが、昨年は8割を超えて、今年は8割2分まで系統的なリンパ節
郭清を行えるようになっていた。
また、内視鏡下の手術数も着実に増えており、病院間での差はあるが、一昨年：
8割→昨年8.2割、今年は8割3分に上昇。

33年年前前、、日日本本肺肺癌癌学学会会肺肺癌癌診診療療ガガイイドドラライインンのの外外科科治治療療版版をを、、学学会会のの協協力力をを得得てて、、
ベベトトナナムム語語にに翻翻訳訳、、wweebbiinnaarrににてて配配布布。。そそれれをを参参考考ににベベトトナナムム国国内内ででのの外外科科治治療療版版のの

作作成成をを検検討討すするるよよううににななりり、、独独自自ののガガイイドドラライインン・・指指針針をを作作成成ししたた病病院院ががああっったた。。そそれれ
をを更更新新ししななががらら、、独独自自ののガガイイドドラライインンをを作作るるよよううににししたたいい。。

1人の外科医が行う手術数は、日本と比較しても、桁違いに多く、しっかりした技術/
情報を伝えることにより、より多くの経験を積むことができ、それを下位の病院に伝達
できるため、この外科技術の展開事業はベトナムの外科手術底上げに非常に有用
であると考えられる。

これらの病院を基盤として、術後のfollow upの基盤を作り、その仕方、方法、補助
化学療法や、再発時に治療に対し十分対応できるように支援したい。

専門性の高めた、ベトナム呼吸器外科学会の創設を支援、さらなる両国の呼吸器
外科学会間交流を開始、積極的な交流を行い、両国国民医療の増進に寄与、SDGs
の達成に寄与したい。

　各病院でのアンケートでは、一昨年、系統的 LN 郭清を行った手術数は、全体で 7 割 5 分であったものが、昨年は 8 割、今
年は 8 割 2 分を超えて、系統的なリンパ節郭清を行えるようになっています。しかし、LN 郭清の不要な症例にも行っているこ
とも分かり、その意義を講義しました。また、内視鏡下の手術数も着実に増えており、病院間での差はありますが、一昨年：8
割→昨年は 8.2 割、今年は 8.3 割にまで上昇しました。実際の手術では、さらなる質の改善を必要としますが、安全な手術となっ
てきており、リンパ節サンプリングを超えた郭清ができるようになってきています。

　特に、昨年来の訪日研修を終えた医師の成長は著しく、しっかりとした質を伴う安全な手術を行えており、この手術が伝わ
ることで、ベトナム外科医療の発展が見込めると感じるようになりました。3 年前、日本肺癌学会肺癌診療ガイドラインの外
科治療版を、学会の協力を得て、ベトナム語に翻訳し、webinar にて配布しました。それを参考にベトナム国内での外科治療
版の作成が検討されるようになり、独自のガイドライン・指針を作成した病院ができました。それを更新しながら、独自のガ
イドラインを作れるようにしたいと考えています。

　一人の外科医が行う手術数は、日本と比較しても桁違いに多く、しっかりした技術 / 情報を伝えることにより、より多くの
経験を積むことができます。それを下位の病院に伝達できるため、この外科技術の展開事業はベトナムの外科手術の底上げに
非常に有用であると考えられます。前述した、訪日研修を終えた外科医の技術向上が著しく、将来ベトナムの呼吸器外科リーダー
となるであろう医師の技術向上が、ベトナム国を支えるようになることを確信しています。

　今後の課題として、社会背景が異なるため、日本のように手術後の follow up ができる体制が十分ではないことが挙げられ
ます。本事業の対象の病院を基盤として、術後の follow up の基盤を作り、その仕方、方法、補助化学療法など、再発時の治
療に対して十分に対応できるようにして、学会間交流を増やし、学会間で大きく支援して行きたいと考えています。そのため、
かつて日本でもそうであったように、胸部外科学会から呼吸器外科学会を独立させ、創設することにより、さらに専門分野で
の発展が望めます。今回、日本呼吸器外科学会（JACS）とベトナム呼吸器学会（LILA 外科）が協力体制を整備できる状態になり、
MOU を締結する段階です。新型コロナウイルスの流行前に、国立健康危機管理研究機構 國土理事長の指示のもと、ベトナム
肝胆膵外科の研究会が発足し、今年、学会が設立されました。同様に呼吸器外科学会設立に向けて取り組みたいと考えています。

　世界でも最も死亡率の高い、肺がんの早期発見、外科治療をしっかり進めるようにすることにより、ベトナム社会主義国の
医療をさらに底上げしたいと思います。がん治療における国内ガイドラインや、外科手術指針を出すまでに支援・学会交流を
増やしながら、多くのベトナム国民が先進国並みの医療水準を受けられるように支援を継続したいと考えています。
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将将来来のの事事業業計計画画

• 外科・周術期医療技術研修導入→研修拡大→マニュアル・ガイドライン策
定→国家政策化→（技能を扱う職種の整備）→より下位の病院での持続的
な研修実施→技能により質の高い医療を受けられる人が増える→対象国
の公衆衛生・医療水準の向上に貢献。

• 内視鏡医療機器の導入→すでに国際展開している日本のolympusの内視
鏡手術製品や、国産ロボット（Hinotori）がベトナム国で広く知られ、使われ
るようになる→対象国の公衆衛生・医療水準の向上に貢献する。

• 今後は、より専門性の高い、ベトナム呼吸器外科学会の設立を支援し、日
本呼吸器外科学会が、学会間、病院間で連携することで、SDGsの医療分
野での貢献を図りたいと考えている。

　各外科医師の手術における一人の外科医が行う手術数は、日本と比較して桁違いに多く、しっかりした情報を伝えることに
より、より多くの経験を積むことができ、それを下位の病院に伝達できるため、この外科技術の展開事業は非常に有用である
と考えられます。

　手術だけ終われば、治療が終わりではないため、周術期から、術後の加療、術後の長期 follow up を含めた体制を構築する
べく、データベースを作成することも含め、さらなる支援を行い、ベトナムの医師が自らの力で先進国並みの手術や、術後管理、
follow up をできるように協力したいと考えています。

　また、病院単位での支援には限りがあるため、学会間での交流を活発化させ、SDGs の医療分野での貢献を図りたいと考えて
います。今年から、筑波大学− 108 病院間での呼吸器外科連携が始まり、相互に人員交流が始まります。このような関係の病
院間交流を学会主導で行えるような体制になればと考えています。今年は岡山大学− 175 病院の交流も始まります。

　専門知識や技術向上のため、ベトナム胸部外科学会から独立した、ベトナム呼吸器外科学会の創設を手伝い、先進国並みの
手術水準に至る呼吸器外科手術ができるように支援したいと考えています。

　既に普及しているオリンパス製内視鏡技術や、国産のロボット（Hinotori：今年度保健省に承認される予定）を含め、日本企
業の海外進出にも貢献できればと考えています。


